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は
じ
め
に

　
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
は
、
卓
越
し
た
画
技
で
在
世
時
か
ら
高
い
画
名
を
得
た
。
天
明

元
年
（
一
七
八
〇
）
の
光
格
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
「
孔
雀
牡
丹
屏
風
」
を
献
上
す
る
（
奥
文
鳴

『
仙
斎
円
山
先
生
伝
』）、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
御
所
造
営
に
際
し
て
多
く
の
障
壁
画
を
描
く

（
後
述
）
な
ど
、
宮
中
と
の
結
び
つ
き
は
と
く
に
強
い
。
当
館
に
は
、
近
世
に
す
で
に
宮
中
に
存
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
《
牡
丹
孔
雀
図
》（
安
永
五
＝
一
七
七
六
年
）
や
《
源
氏
四
季
図
屏
風
》（
天

明
元
〜
二
＝
一
七
八
一
〜
二
年
こ
ろ
）
を
は
じ
め
と
し
、
複
数
の
応
挙
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　《
海
辺
図
》（
以
下
、
本
図
。
カ
ラ
ー
口
絵
1
）
も
、
当
館
が
所
蔵
す
る
応
挙
画
の
一
つ
で
あ

る
。
本
図
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
二
十
四
年
の
第
五
十
九
回
展
「
描
き
継
ぐ
日
本
美
」、
同
二
十
九
年

の
第
七
十
六
回
展
「
名
所
絵
か
ら
風
景
画
へ
」、
令
和
二
年
の
臨
時
展
「
夏
め
く
日
本
　
皐
月
、
水

無
月
、
文
月
」
な
ど
、
幾
度
か
の
機
会
に
展
示
さ
れ
て
き
た
が
、
学
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は

未
だ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
小
稿
で
は
表
現
や
画
題
の
分
析
を
と
お
し
て
、
本
図
の
位
置

づ
け
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、
本
図
の
概
要

　
本
図
は
紙
本
着
色
、
掛
幅
装
の
絵
画
で
あ
り
、
本
紙
の
寸
法
が
縦
二
三・
三
×
横
三
〇・
〇
㎝
と

小
品
で
あ
る
。
款
記
は
な
い
が
、
画
面
の
左
端
、
中
央
よ
り
や
や
上
の
位
置
に
「
應
舉
」
の
白
文

方
印
が
あ
る
（
カ
ラ
ー
口
絵
2
）。

　
本
図
は
二
重
箱
に
納
入
さ
れ
て
お
り
、
外
箱
、
内
箱
と
も
に
蓋
表
に
は
「
御
懸
幅
　
海
邊
圖
　
應

舉
画
　
一
幅
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
外
箱
の
紐
金
具
は
菊
花
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
り
、
内
箱

蓋
裏
に
は
「
御
大
事
の
な
り
／
外
江
出
さ
れ
る
事
／
無
用
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
る
（
図
1
）。

　
ま
ず
は
、
本
図
の
構
図
を
見
て
み
よ
う
。
右
下
に
は
、
岩
塊
と
そ
こ
に
生
え
る
松
樹
と
が
描
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
近
景
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
近
景

か
ら
左
上
方
向
へ
と
、
画
面
を
横
断
す
る
よ
う

に
陸
地
が
延
伸
し
、
画
面
の
左
端
で
一
度
途
切

れ
、
少
し
間
を
空
け
て
ふ
た
た
び
画
面
へ
あ
ら
わ

れ
、
右
方
向
へ
と
水
平
に
続
く
。
観
者
の
視
線

は
陸
地
に
沿
っ
て
、
水
平
線
か
ら
半
円
を
の
ぞ
か
せ
る
太
陽
へ
と
導
か
れ
る
。
画
面
は
水
平
視
さ
れ
て

お
り
、
近
景
の
樹
石
が
遠
景
に
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
で
奥
行
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
画
面

の
中
央
あ
た
り
に
位
置
す
る
二
本
の
松
の
す
き
ま
に
は
、
き
わ
め
て
微
細
な
筆
致
で
人
家
が
描
か
れ
て

い
る
（
図
2
）。

　
画
面
の
左
下
に
は
、
水
景
が
表
現
さ
れ
る
。
水
面
は
う
ね
る
よ
う
に
山
形
に
隆
起
し
、
そ
の
ま

に
ま
に
白
波
が
立
つ
。
例
え
ば
、
水
面
か
ら
突
起
し
た
岩
塊
の
手
前
の
箇
所
で
は
、
山
形
の
波
が

背
骨
の
よ
う
に
連
続
し
、
そ
の
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ
で
白
波
が
立
つ
さ
ま
が
見
て
と
れ
る
（
図

3
）。
な
お
、
陸
地
で
分
か
た
れ
た
右
上
の
白
く
見
え
る
箇
所
に
も
波
が
確
認
で
き
、
や
は
り
水
景

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
図
は
細
か
な
墨
線
描
を
主
体
と
し
た
表
現
を
と
り
、
こ
れ
に
淡
彩
を
併
用
す
る
。
近
景
で

作
品
紹
介

│
円
山
応
挙
《
海
辺
図
》

上
嶋

悟
史

図1
内箱蓋裏の貼紙

図2　樹間より見える人家

図3　画面下部の波

（細川作品紹介参照）
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代
で
京
へ
出
て
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜

七
四
）
の
流
れ
を
汲
む
石
田
幽
汀

（
一
七
二
一
〜
八
六
）
に
画
を
師
事
し
た
。
そ

の
一
方
で
、「
び
い
ど
ろ
道
具
」
を
扱
う
尾

張
屋
勘
兵
衛
と
い
う
店
に
奉
公
し
、「
眼
鏡

絵
」
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
（
註
3
）。「
眼

鏡
絵
」
と
は
一
般
に
、
西
洋
の
銅
版
画
に
な

ら
っ
て
透
視
図
法
を
取
り
入
れ
た
風
景
画
で

あ
り
、「
覗
き
眼
鏡
」
を
用
い
て
鑑
賞
す
る

も
の
で
あ
る
。
透
視
図
法
と
は
水
平
視
さ
れ

た
画
中
に
消
失
点
を
定
め
、
そ
こ
へ
収
束
す

る
よ
う
に
空
間
を
構
成
す
る
、
西
洋
絵
画
の

遠
近
法
で
あ
る
。

眼
鏡
絵
に
は
通
常
、
画
中
に
落
款
は
ほ
ど

こ
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
応
挙
の
制
作
で
あ

る
こ
と
を
実
証
で
き
る
眼
鏡
絵
は
現
在
発
見

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
紙
本
着
色
・

肉
筆
反
射
式
の
眼
鏡
絵
（
二
十
枚
組
、
個
人
所
蔵
）
が
あ
る
（
註
4
）。
こ
の
う
ち
《
瀬
田
唐
橋
図
》

（
縦
二
三・一
×
横
三
五・三
㎝
、
図
7
）
は
、
水
平
視
の
も
と
に
画
面
を
構
成
す
る
眼
鏡
絵
の
特
徴

を
よ
く
備
え
て
い
る
。
画
面
左
下
の
隅
に
近
景
を
設
定
し
、
そ
の
先
に
帆
船
の
浮
か
ぶ
琵
琶
湖
を

水
平
線
ま
で
見
は
る
か
す
と
い
う
構
図
は
、
本
図
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

尾
張
屋
の
眼
鏡
絵
は
定
型
が
お
よ
そ
縦
二
一・
〇
×
横
二
七・
〇
㎝
、
横
長
の
大
判
サ
イ
ズ
が
お

よ
そ
縦
二
二・
五
×
横
三
四・
五
㎝
と
さ
れ
る
（
註
5
）。
本
図
は
定
型
と
、《
瀬
田
唐
橋
図
》
は
横
長

大
判
サ
イ
ズ
と
近
い
寸
法
を
も
つ
。
水
平
視
点
、
遠
近
法
、
寸
法
な
ど
の
観
点
か
ら
、
本
図
と
眼

鏡
絵
の
性
質
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
安
永
年
間
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
紙
本
の
優
品
に
、
応
挙
の
代
表
作
と
い
え
る
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
の
《
七
難
七
福
図
巻
》
三
巻
（
縦
幅
お
よ
そ
三
二・
〇
㎝
、
紙
本
着
色
、
京

都
・
相
国
寺
所
蔵
、
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。
そ
の
細
密
な
が
ら
も
鋭
く
、
肥
痩
に
富
み
、
的
確

に
対
象
を
と
ら
え
る
筆
遣
い
は
、
本
図
と
よ
く
通
じ
る
。
例
え
ば
、《
七
難
七
福
図
巻
》
天
災
巻
の

う
ち
洪
水
部
分
の
、
波
の
描
写
（
図
8
）
を
比
較
す
る
と
、
ア
メ
ー
バ
状
に
描
か
れ
た
白
波
の
形

態
、
白
波
の
部
分
の
み
に
や
や
濃
く
肥
痩
の
あ
る
墨
線
を
用
い
る
点
、
ご
く
細
く
引
か
れ
た
輪
郭

線
が
そ
の
た
め
に
破
線
の
よ
う
な
墨
付
き
に
な
る
点
な
ど
が
、
本
図
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
淡

墨
を
掃
き
重
ね
る
こ
と
で
岩
の
表
面
を
表
現
す
る
方
法
も
、
本
図
と
通
じ
る
。

《
七
難
七
福
図
巻
》
福
寿
巻
の
後
半
に
は
、
巻
頭
の
暁
光
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
地
平
線
に
落
ち

て
ゆ
く
太
陽
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
9
）。
こ
う
し
た
描
写
は
や
は
り
、
眼
鏡
絵
な
ど
西
洋
的
な
透

視
図
法
を
学
ん
で
培
わ
れ
た
空
間
認
識
が
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
わ
が
国
で
描
か

れ
て
き
た
よ
う
な
山
水
画
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
本
図
が
応
挙
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
安
永
年
間
を
下
限
と
し

つ
つ
、
宝
暦
・
明
和
年
間
ま
で
遡
る
年
代
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

三
、
画
題
と
宮
中
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

で
は
、
本
図
の
画
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
解
釈
を
試
み
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
図
の
外
箱
・
内
箱
の
蓋
に
は
「
海

圖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨

書
、
お
よ
び
前
述
の
内
箱
蓋
裏
の
貼
紙
は
い
ず
れ
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
、
ま
た
外
部
か
ら
の
献
上

の
記
録
な
ど
が
な
い
た
め
、
本
図
は
つ
と
に
近
世
の
宮
中
に
伝
来
し
「
海
辺
図
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
6
）。

本
図
は
そ
の
題
名
の
と
お
り
、
海
辺
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
図
と
構
図
を
近
く
す
る
眼

鏡
絵
《
瀬
田
唐
橋
図
》
は
琵
琶
湖
の
景
観
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
面
の
静
か
な
《
瀬
田
唐

橋
図
》
に
比
べ
、
本
図
の
水
景
に
は
、
う
ね
る
よ
う
な
山
形
の
波
と
白
波
と
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
近
景
の
松
は
、
岩
塊
の
上
に
根
を
張
り
、
幹
を
よ
じ
り
、
枝
は
折
れ
、
長
く
風
雨
を

耐
え
て
き
た
老
松
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
老
松
が
長
寿
を
寓
意
す
る
と
す
れ
ば
、
湖
よ
り
も
海

辺
に
面
し
て
い
て
こ
そ
、
画
意
を
効
果
的
に
あ
ら
わ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
図
は
、
海
景
と

図7　肉筆反射式眼鏡絵《瀬田唐橋図》　個人所蔵

図8　《七難七福図巻》天災巻部分
明和5年　相国寺所蔵

図9　《七難七福図巻》福寿巻部分
奥に見える松樹の左に、山端からのぞく

太陽が描かれる。
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は
、
岩
や
松
樹
の
輪
郭
に
比
較

的
濃
く
肥
痩
を
伴
う
墨
線
を

用
い
る
が
、
遠
景
で
は
、
輪
郭

線
は
淡
く
ゆ
る
や
か
に
な
る
。

波
は
、
画
面
下
部
で
は
鋭
く
、

肥
痩
を
伴
っ
た
墨
線
で
あ
ら
わ

す
が
、
画
面
中
央
付
近
で
は
簡

略
な
線
描
の
み
と
な
る
。
き
わ

め
て
細
密
か
つ
豊
か
な
表
情
を

み
せ
る
筆
致
に
よ
り
、
小
さ
な

画
中
に
遠
近
感
の
あ
る
広
大
な
景
観
を
描
き
出
す
と
こ
ろ
に
、
本
図
の
魅
力
が
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
図
の
画
面
左
端
に
は
、
お
よ
そ
八
㎜
四
方
の
「
應
舉
」
の
白
文
方
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
こ
の
印
の
使
用
さ
れ
た
作
例
は
、
ほ
か
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
印
影
と
酷
似
す
る
も
の
が
、
岡
倉
覚
三
「
円
山
応
挙
（
附
印
譜
）」（『
國
華
』
一
、一
八
八
九

年
、
十
一
〜
十
六
頁
）、
平
渡
緒
川
『
書
画
鑑
定
法
　
印
譜
落
款
集
一・
二
』（
興
文
社
、

一
九
一
六・一
九
一
八
年
）、『
応
挙
印
譜
』（
芸
苑
叢
書
、
風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
、
一
九
一
九
年
以

前
）、『
応
挙
印
譜
』（
土
橋
嘉
兵
衛
版
、
一
九
二
三
年
、
図
5
）、
渡
辺
一
「
円
山
累
世
印
譜
」

（『
美
術
研
究
』
二
十
一
、一
九
三
三
年
、
四
一
六
〜
四
一
九
頁
）
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
樋
口

一
貴
氏
は
、
応
挙
の
流
れ
を
汲
む
国
井
家
か
ら
宮
田
小
文
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
九
）、
土
橋
嘉
兵

衛
（
生
没
年
不
詳
）
の
手
を
経
て
北
三
井
家
に
入
り
、
現
在
は
三
井
記
念
美
術
館
の
所
蔵
に
な
る

「
円
山
応
挙
遺
印
」
二
十
三
夥
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
註
1
）、
こ
れ
ら
印
譜
に
捺
さ
れ
た
「
應
舉
」

の
白
文
方
印
も
こ
の
「
円
山
応
挙
遺
印
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
度
、
そ
の
印
の
実
見
の
機
会
を
得
た
。
九
×
九
×
三
九
㎜
の
印
材
の
両
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
應
舉
」「
仲
選
」
の
白
文
方
印
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
本
図
の
印
影
と
比
較
し
た
と
き
、
四
辺
が
摩

滅
し
て
や
や
逆
台
形
に
な
っ
て
お
り
、
文
字
の
周
囲
に
余
白
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
文
字
を
構

成
す
る
線
自
体
も
痩
せ
て
お
り
、
本
図
の
印
影
と
重
ね
て
み
て
も
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
一
方
、
両
者
に
明
ら
か
な
齟
齬
を
生
じ
る
点
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軽
々
に
断

定
で
き
な
い
が
、
本
図
に
捺
さ
れ
た
の
が
や
は
り
「
円
山
応
挙
遺
印
」
に
含
ま
れ
る
こ
の
印
で
あ

る
蓋
然
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
註
2
）。

　
た
だ
し
、
本
図
に
お
い
て
、
印
は
画
面
上
部
の
中
途
半
端
な
高
さ
に
捺
さ
れ
て
お
り
、
目
立
た

せ
る
べ
き
太
陽
の
赤
色
に
干
渉
し
て
、
鑑
賞
性
を
損
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
印
章
が
最
も
自
然
に
お
さ
ま
る
画
面
下
部
の
両
隅
に
は
、
す
で
に
い
ず
れ
も
密
度
の
高
い
描

写
が
あ
り
、
捺
印
す
る
に
は
適
当
で
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
印
章
は
作
画
当
初
に
捺
さ
れ

た
も
の
で
な
く
、
完
成
後
に
時
を
置
い
て
捺
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
く
な
る
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
捺
印
の
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
判
断
材
料
を
欠
く
。

　
も
っ
と
も
、
仮
に
制
作
当
初
の
も
の
で
な
く
と
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
本
図
が
応
挙
の
手
に
な

る
こ
と
に
対
す
る
消
極
的
な
要
素
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
他
の
応
挙
画
と
の
比
較

　
で
は
以
下
、
他
の
応
挙
画
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
い
。

　
本
図
に
お
け
る
最
大
の
構
図
的
特
徴
は
、
画
面
右
下
に
近
景
を
大
き
く
配
し
、
そ
の
背
後
の
遠

景
と
対
比
さ
せ
る
点
、
そ
し
て
水
平
視
さ
れ
た
景
観
が
、
地
つ
づ
き
に
延
伸
し
て
い
く
点
で
あ
ろ

う
。

　
近
景
の
樹
石
と
遠
景
と
を
対
比
的
に
描
く
構
図
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
ま
で

の
、
画
歴
の
比
較
的
早
い
時
期
に
お
い
て
応
挙
が
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
作
例
と
し

て
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
《
湖
山
烟
靄
図
》（
紙
本
着
色
、
個
人
所
蔵
）、
同
六
年
の

《
雪
中
山
水
図
》（
紙
本
墨
画
、
京
都
・
相
国
寺
所

蔵
）、
同
六
年
の
《
山
水
図
》（
絹
本
着
色
、
八
雲
本

陣
記
念
財
団
所
蔵
）、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の

《
山
水
図
屏
風
》（
絹
本
着
色
、
三
井
記
念
美
術
館
所

蔵
）、
同
三
年
の
《
山
水
図
額
》（
絹
本
金
銀
泥
、
三

井
記
念
美
術
館
所
蔵
、
図
6
）、
同
六
年
の
《
山
水

図
》（
絹
本
着
色
、
個
人
所
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
く
に
安
永
三
年
の
《
山
水
図
額
》
は
、
縦
一
三・
四

×
横
五
四・
八
㎝
と
い
う
小
さ
な
画
面
に
微
細
な
筆
致

で
描
き
込
む
点
、
近
景
に
大
き
く
配
さ
れ
た
松
と
遠

景
と
を
対
比
さ
せ
る
点
な
ど
が
、
本
図
と
よ
く
似
て

い
る
。

　
一
方
、
水
平
視
さ
れ
た
空
間
が
水
平
線
ま
で
広
が
っ

て
い
く
と
い
う
特
徴
は
、
こ
れ
ら
安
永
年
間
ま
で
の

作
例
以
上
に
、
応
挙
が
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜

六
四
）
頃
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
眼
鏡
絵
」
の

制
作
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
に
生
ま
れ
た
応
挙
は
、
十

図6　《山水図額》部分　安永3年　三井記念美術館所蔵

図5
土橋嘉兵衛版『応挙印譜』

図4　白文方印「應舉」
（口絵2に同じ）
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代
で
京
へ
出
て
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜

七
四
）
の
流
れ
を
汲
む
石
田
幽
汀

（
一
七
二
一
〜
八
六
）
に
画
を
師
事
し
た
。
そ

の
一
方
で
、「
び
い
ど
ろ
道
具
」
を
扱
う
尾

張
屋
勘
兵
衛
と
い
う
店
に
奉
公
し
、「
眼
鏡

絵
」
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
（
註
3
）。「
眼

鏡
絵
」
と
は
一
般
に
、
西
洋
の
銅
版
画
に
な

ら
っ
て
透
視
図
法
を
取
り
入
れ
た
風
景
画
で

あ
り
、「
覗
き
眼
鏡
」
を
用
い
て
鑑
賞
す
る

も
の
で
あ
る
。
透
視
図
法
と
は
水
平
視
さ
れ

た
画
中
に
消
失
点
を
定
め
、
そ
こ
へ
収
束
す

る
よ
う
に
空
間
を
構
成
す
る
、
西
洋
絵
画
の

遠
近
法
で
あ
る
。

　
眼
鏡
絵
に
は
通
常
、
画
中
に
落
款
は
ほ
ど

こ
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
応
挙
の
制
作
で
あ

る
こ
と
を
実
証
で
き
る
眼
鏡
絵
は
現
在
発
見

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
紙
本
着
色
・

肉
筆
反
射
式
の
眼
鏡
絵
（
二
十
枚
組
、
個
人
所
蔵
）
が
あ
る
（
註
4
）。
こ
の
う
ち
《
瀬
田
唐
橋
図
》

（
縦
二
三・一
×
横
三
五・三
㎝
、
図
7
）
は
、
水
平
視
の
も
と
に
画
面
を
構
成
す
る
眼
鏡
絵
の
特
徴

を
よ
く
備
え
て
い
る
。
画
面
左
下
の
隅
に
近
景
を
設
定
し
、
そ
の
先
に
帆
船
の
浮
か
ぶ
琵
琶
湖
を

水
平
線
ま
で
見
は
る
か
す
と
い
う
構
図
は
、
本
図
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

　
尾
張
屋
の
眼
鏡
絵
は
定
型
が
お
よ
そ
縦
二
一・
〇
×
横
二
七・
〇
㎝
、
横
長
の
大
判
サ
イ
ズ
が
お

よ
そ
縦
二
二・
五
×
横
三
四・
五
㎝
と
さ
れ
る
（
註
5
）。
本
図
は
定
型
と
、《
瀬
田
唐
橋
図
》
は
横
長

大
判
サ
イ
ズ
と
近
い
寸
法
を
も
つ
。
水
平
視
点
、
遠
近
法
、
寸
法
な
ど
の
観
点
か
ら
、
本
図
と
眼

鏡
絵
の
性
質
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
安
永
年
間
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
紙
本
の
優
品
に
、
応
挙
の
代
表
作
と
い
え
る
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
の
《
七
難
七
福
図
巻
》
三
巻
（
縦
幅
お
よ
そ
三
二・
〇
㎝
、
紙
本
着
色
、
京

都
・
相
国
寺
所
蔵
、
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。
そ
の
細
密
な
が
ら
も
鋭
く
、
肥
痩
に
富
み
、
的
確

に
対
象
を
と
ら
え
る
筆
遣
い
は
、
本
図
と
よ
く
通
じ
る
。
例
え
ば
、《
七
難
七
福
図
巻
》
天
災
巻
の

う
ち
洪
水
部
分
の
、
波
の
描
写
（
図
8
）
を
比
較
す
る
と
、
ア
メ
ー
バ
状
に
描
か
れ
た
白
波
の
形

態
、
白
波
の
部
分
の
み
に
や
や
濃
く
肥
痩
の
あ
る
墨
線
を
用
い
る
点
、
ご
く
細
く
引
か
れ
た
輪
郭

線
が
そ
の
た
め
に
破
線
の
よ
う
な
墨
付
き
に
な
る
点
な
ど
が
、
本
図
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
淡

墨
を
掃
き
重
ね
る
こ
と
で
岩
の
表
面
を
表
現
す
る
方
法
も
、
本
図
と
通
じ
る
。

　《
七
難
七
福
図
巻
》
福
寿
巻
の
後
半
に
は
、
巻
頭
の
暁
光
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
地
平
線
に
落
ち

て
ゆ
く
太
陽
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
9
）。
こ
う
し
た
描
写
は
や
は
り
、
眼
鏡
絵
な
ど
西
洋
的
な
透

視
図
法
を
学
ん
で
培
わ
れ
た
空
間
認
識
が
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
わ
が
国
で
描
か

れ
て
き
た
よ
う
な
山
水
画
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
総
合
す
る
と
、
本
図
が
応
挙
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
安
永
年
間
を
下
限
と
し

つ
つ
、
宝
暦
・
明
和
年
間
ま
で
遡
る
年
代
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

三
、
画
題
と
宮
中
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

　
で
は
、
本
図
の
画
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
解
釈
を
試
み
た
い
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
図
の
外
箱
・
内
箱
の
蓋
に
は
「
海

圖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墨

書
、
お
よ
び
前
述
の
内
箱
蓋
裏
の
貼
紙
は
い
ず
れ
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
、
ま
た
外
部
か
ら
の
献
上

の
記
録
な
ど
が
な
い
た
め
、
本
図
は
つ
と
に
近
世
の
宮
中
に
伝
来
し
「
海
辺
図
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
6
）。

　
本
図
は
そ
の
題
名
の
と
お
り
、
海
辺
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
図
と
構
図
を
近
く
す
る
眼

鏡
絵
《
瀬
田
唐
橋
図
》
は
琵
琶
湖
の
景
観
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
面
の
静
か
な
《
瀬
田
唐

橋
図
》
に
比
べ
、
本
図
の
水
景
に
は
、
う
ね
る
よ
う
な
山
形
の
波
と
白
波
と
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
近
景
の
松
は
、
岩
塊
の
上
に
根
を
張
り
、
幹
を
よ
じ
り
、
枝
は
折
れ
、
長
く
風
雨
を

耐
え
て
き
た
老
松
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
老
松
が
長
寿
を
寓
意
す
る
と
す
れ
ば
、
湖
よ
り
も
海

辺
に
面
し
て
い
て
こ
そ
、
画
意
を
効
果
的
に
あ
ら
わ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
図
は
、
海
景
と

図7　肉筆反射式眼鏡絵《瀬田唐橋図》　個人所蔵

図8　《七難七福図巻》天災巻部分
明和5年　相国寺所蔵

図9　《七難七福図巻》福寿巻部分
奥に見える松樹の左に、山端からのぞく

太陽が描かれる。
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は
、
岩
や
松
樹
の
輪
郭
に
比
較

的
濃
く
肥
痩
を
伴
う
墨
線
を

用
い
る
が
、
遠
景
で
は
、
輪
郭

線
は
淡
く
ゆ
る
や
か
に
な
る
。

波
は
、
画
面
下
部
で
は
鋭
く
、

肥
痩
を
伴
っ
た
墨
線
で
あ
ら
わ

す
が
、
画
面
中
央
付
近
で
は
簡

略
な
線
描
の
み
と
な
る
。
き
わ

め
て
細
密
か
つ
豊
か
な
表
情
を

み
せ
る
筆
致
に
よ
り
、
小
さ
な

画
中
に
遠
近
感
の
あ
る
広
大
な
景
観
を
描
き
出
す
と
こ
ろ
に
、
本
図
の
魅
力
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
図
の
画
面
左
端
に
は
、
お
よ
そ
八
㎜
四
方
の
「
應
舉
」
の
白
文
方
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
こ
の
印
の
使
用
さ
れ
た
作
例
は
、
ほ
か
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
印
影
と
酷
似
す
る
も
の
が
、
岡
倉
覚
三
「
円
山
応
挙
（
附
印
譜
）」（『
國
華
』
一
、一
八
八
九

年
、
十
一
〜
十
六
頁
）、
平
渡
緒
川
『
書
画
鑑
定
法

印
譜
落
款
集
一・
二
』（
興
文
社
、

一
九
一
六・一
九
一
八
年
）、『
応
挙
印
譜
』（
芸
苑
叢
書
、
風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
、
一
九
一
九
年
以

前
）、『
応
挙
印
譜
』（
土
橋
嘉
兵
衛
版
、
一
九
二
三
年
、
図
5
）、
渡
辺
一
「
円
山
累
世
印
譜
」

（『
美
術
研
究
』
二
十
一
、一
九
三
三
年
、
四
一
六
〜
四
一
九
頁
）
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
樋
口

一
貴
氏
は
、
応
挙
の
流
れ
を
汲
む
国
井
家
か
ら
宮
田
小
文
（
一
八
五
二
〜
一
九
二
九
）、
土
橋
嘉
兵

衛
（
生
没
年
不
詳
）
の
手
を
経
て
北
三
井
家
に
入
り
、
現
在
は
三
井
記
念
美
術
館
の
所
蔵
に
な
る

「
円
山
応
挙
遺
印
」
二
十
三
夥
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
註
1
）、
こ
れ
ら
印
譜
に
捺
さ
れ
た
「
應
舉
」

の
白
文
方
印
も
こ
の
「
円
山
応
挙
遺
印
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
そ
の
印
の
実
見
の
機
会
を
得
た
。
九
×
九
×
三
九
㎜
の
印
材
の
両
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
應
舉
」「
仲
選
」
の
白
文
方
印
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
本
図
の
印
影
と
比
較
し
た
と
き
、
四
辺
が
摩

滅
し
て
や
や
逆
台
形
に
な
っ
て
お
り
、
文
字
の
周
囲
に
余
白
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
文
字
を
構

成
す
る
線
自
体
も
痩
せ
て
お
り
、
本
図
の
印
影
と
重
ね
て
み
て
も
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
一
方
、
両
者
に
明
ら
か
な
齟
齬
を
生
じ
る
点
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軽
々
に
断

定
で
き
な
い
が
、
本
図
に
捺
さ
れ
た
の
が
や
は
り
「
円
山
応
挙
遺
印
」
に
含
ま
れ
る
こ
の
印
で
あ

る
蓋
然
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
註
2
）。

た
だ
し
、
本
図
に
お
い
て
、
印
は
画
面
上
部
の
中
途
半
端
な
高
さ
に
捺
さ
れ
て
お
り
、
目
立
た

せ
る
べ
き
太
陽
の
赤
色
に
干
渉
し
て
、
鑑
賞
性
を
損
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
印
章
が
最
も
自
然
に
お
さ
ま
る
画
面
下
部
の
両
隅
に
は
、
す
で
に
い
ず
れ
も
密
度
の
高
い
描

写
が
あ
り
、
捺
印
す
る
に
は
適
当
で
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
印
章
は
作
画
当
初
に
捺
さ
れ

た
も
の
で
な
く
、
完
成
後
に
時
を
置
い
て
捺
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
く
な
る
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
、
捺
印
の
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
判
断
材
料
を
欠
く
。

も
っ
と
も
、
仮
に
制
作
当
初
の
も
の
で
な
く
と
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
本
図
が
応
挙
の
手
に
な

る
こ
と
に
対
す
る
消
極
的
な
要
素
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
他
の
応
挙
画
と
の
比
較

で
は
以
下
、
他
の
応
挙
画
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
い
。

本
図
に
お
け
る
最
大
の
構
図
的
特
徴
は
、
画
面
右
下
に
近
景
を
大
き
く
配
し
、
そ
の
背
後
の
遠

景
と
対
比
さ
せ
る
点
、
そ
し
て
水
平
視
さ
れ
た
景
観
が
、
地
つ
づ
き
に
延
伸
し
て
い
く
点
で
あ
ろ

う
。近

景
の
樹
石
と
遠
景
と
を
対
比
的
に
描
く
構
図
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
ま
で

の
、
画
歴
の
比
較
的
早
い
時
期
に
お
い
て
応
挙
が
好
ん
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
作
例
と
し

て
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
《
湖
山
烟
靄
図
》（
紙
本
着
色
、
個
人
所
蔵
）、
同
六
年
の

《
雪
中
山
水
図
》（
紙
本
墨
画
、
京
都
・
相
国
寺
所

蔵
）、
同
六
年
の
《
山
水
図
》（
絹
本
着
色
、
八
雲
本

陣
記
念
財
団
所
蔵
）、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の

《
山
水
図
屏
風
》（
絹
本
着
色
、
三
井
記
念
美
術
館
所

蔵
）、
同
三
年
の
《
山
水
図
額
》（
絹
本
金
銀
泥
、
三

井
記
念
美
術
館
所
蔵
、
図
6
）、
同
六
年
の
《
山
水

図
》（
絹
本
着
色
、
個
人
所
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
く
に
安
永
三
年
の
《
山
水
図
額
》
は
、
縦
一
三・
四

×
横
五
四・
八
㎝
と
い
う
小
さ
な
画
面
に
微
細
な
筆
致

で
描
き
込
む
点
、
近
景
に
大
き
く
配
さ
れ
た
松
と
遠

景
と
を
対
比
さ
せ
る
点
な
ど
が
、
本
図
と
よ
く
似
て

い
る
。

一
方
、
水
平
視
さ
れ
た
空
間
が
水
平
線
ま
で
広
が
っ

て
い
く
と
い
う
特
徴
は
、
こ
れ
ら
安
永
年
間
ま
で
の

作
例
以
上
に
、
応
挙
が
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜

六
四
）
頃
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
眼
鏡
絵
」
の

制
作
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
に
生
ま
れ
た
応
挙
は
、
十

図6　《山水図額》部分　安永3年　三井記念美術館所蔵

図5
土橋嘉兵衛版『応挙印譜』

図4　白文方印「應舉」
（口絵2に同じ）
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二
一・五
×
横
二
六・
七
㎝
、
個
人
所
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
や
は
り
落
款
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
卓
越
し

た
筆
致
や
巧
み
な
陰
影
表
現
は
そ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
た
眼
鏡
絵
と
は
異
な
る
出
来
映
え
を
示
し
て
お

り
、
も
っ
と
も
応
挙
真
筆
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
岡
泰
正
『
め
が
ね
絵
新
考

浮
世
絵
師
た
ち
が
の
ぞ
い
た
西
洋
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
。

（
6
）
献
上
の
記
録
が
な
い
本
図
が
、
近
世
よ
り
宮
中
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
に
関
し
て

は
『
描
き
継
ぐ
日
本
美
│
円
山
派
の
伝
統
と
発
展
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
、

太
田
彩
「
海
辺
図
」
解
説
。
な
お
、
同
書
所
収
・
太
田
彩
「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
へ
│
新
た
な
絵
師
の

活
動
と
継
承
」
に
あ
る
よ
う
に
、
円
山
応
挙
筆
《
張
飛
図
》（
当
館
所
蔵
）
の
内
箱
蓋
裏
に
は
「
光
格
天

王マ
マ

様
ゟ
た
ん
〳
〵
御
ゆ
つ
り
／
御
大
事
の
な
り
外
江
出
さ
れ
候
事
／
無
用
」（
判
読
は
本
稿
に
お
い
て
部

分
的
に
修
正
）
と
の
貼
紙
が
あ
り
、
筆
致
・
言
葉
遣
い
と
も
に
本
図
に
付
さ
れ
た
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。

（
7
）
以
下
、
宮
中
の
御
用
に
つ
い
て
は
森
銑
三
「
円
山
応
挙
伝
箚
記
」（『
美
術
研
究
』
三
十
六
、一
九
三
四

年
、
十
〜
十
九
頁
）
所
収
の
奥
文
鳴
（
一
七
七
三
〜
一
八
一
三
）「
仙
斎
円
山
先
生
伝
」、
お
よ
び
金
子

氏
、
前
掲
（
註
3
）、
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
）、
武
田
庸
二

郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
共
編
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究

幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身

分
と
序
列
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
江
口
恒
明
「
寛
政
二
年
以
降
の
京
都
画
壇
に
お
け
る
絵

師
の
身
分
秩
序
」（『
美
術
史
論
集
』
十
七
、
二
〇
一
七
年
、
六
十
三
〜
九
十
二
頁
）、
五
十
嵐
公
一
・
武

田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
『
朝
廷
権
威
の
復
興
と
京
都
画
壇

江
戸
時
代
後
期
』（
天
皇
の
美
術
史
五
、
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
8
）
恭
礼
門
院
御
所
は
相
国
寺
開
山
堂
と
し
て
、
応
挙
筆
「
雪
中
山
水
図
」
十
面
・
応
瑞
筆
「
夏
景
山
水
図
」

十
面
と
と
も
に
現
存
し
て
い
る
。

（
9
）
例
え
ば
、
佐
藤
康
宏
「
明
末
蘇
州
派
と
18
世
紀
京
都
画
壇
」（『
蘇
州
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
中
国
と
日
本

の
観
点
か
ら
│
』
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
四
一
〜
二
五
二
頁
）
は
、
応
挙
が
と
く
に
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
前
後
に
明
末
蘇
州
派
の
山
水
画
に
盛
ん
に
学
び
、
制
作
に
活
か
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
板

倉
聖
哲
「
円
山
応
挙
と
中
国
絵
画
│
「
写
生
雑
録
帖
」
か
ら
窺
え
る
も
の
│
」（
前
掲
（
註
4
）、『
円
山

応
挙
│
「
写
生
」
を
超
え
て
│
』
展
図
録
、
一
四
三
〜
一
四
七
頁
）
は
、
明
和
八
年
〜
安
永
元
年

（
一
七
七
一
〜
七
二
）
の
《
写
生
雑
録
帖
》（
個
人
所
蔵
）
を
通
し
て
、
幅
広
い
中
国
絵
画
を
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
10
）『
古
今
画
譜
』
や
文
徴
明
「
瀟
湘
八
景
図
冊
」
を
学
ん
だ
こ
と
は
、《
写
生
雑
録
帖
》
よ
り
う
か
が
え

る
。
板
倉
氏
、
前
掲
論
文
（
註
9
）
を
参
照
。

謝
辞本

小
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
三
井
記
念
美
術
館
館
長
・
清
水
眞
澄
氏
、
同
学
芸
部
長
・
清
水
実
氏
、
同
学
芸

員
・
藤
原
幹
大
氏
に
は
、
同
館
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
格
別
の
ご
高
配
賜
り
ま
し
た
。

図
版
出
典

（
図
5
）
『
応
挙
印
譜
』
土
橋
嘉
兵
衛
版
、
一
九
二
三
年
。

（
図
7
）
『
円
山
応
挙
展
│
空
間
の
創
造
│
』
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
図
8
・
9
）
『
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
開
館
三
十
周
年
記
念

円
山
応
挙
展
│
相
国
寺
・
金
閣
寺
・
銀
閣
寺

所
蔵
』
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
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老
松
を
組
み
合
わ
せ
た
、
吉
祥
を
象
徴
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
遠
景
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
、
水
平
線
か
ら
半
円
を
の
ぞ
か
せ
る
太
陽
（
カ
ラ
ー
口
絵
3
）
が
朝
陽

で
あ
る
か
夕
陽
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
り
、
決
め
手
に
欠
け
る
。
本
図
が
吉
祥
を
象
徴
す
る
と
い

う
推
測
に
基
づ
け
ば
吉
祥
と
結
び
つ
き
や
す
い
朝
陽
を
描
い
た
も
の
と
捉
え
う
る
が
、
前
述
の
と

お
り
そ
の
表
現
は
《
七
難
七
福
図
巻
》
の
夕
陽
と
思
わ
れ
る
ほ
う
に
近
似
し
て
お
り
、
結
論
で
き

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
応
挙
の
、
あ
る
い
は
円
山
派
の
山
水
図
が
宮
中
で
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
に

み
る
記
録
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
（
註
7
）。

　
応
挙
は
、
安
永
年
間
に
開
明
門
院
（
一
七
一
七
〜
八
九
）
御
所
に
「
御
屏
風
山
林
図
」
を
描
い

た
。
寛
政
二
年
に
は
御
所
造
営
に
あ
た
っ
て
、
常
御
殿
一
之
間
に
唐
・
杜
審
言
（
六
四
五
〜

七
〇
八
）
の
詩
意
に
基
づ
く
「
早
春
遊
望
詩
意
」
を
、
同
小
座
敷
上
間
に
「
梁
園
賦
雪
図
」
を
描

き
、
さ
ら
に
恭
礼
門
院
（
一
七
四
三
〜
九
六
）
御
所
に
淡
彩
の
「
雪
中
山
水
」
を
描
い
た
（
註

8
）。
ま
た
同
五
年
に
は
中
宮
（
新
清
和
院
、
一
七
七
九
〜
一
八
四
六
）
常
御
殿
小
座
敷
上
之
間
に

「
芳
野
山
図
」
を
描
い
た
。
そ
し
て
応
挙
の
息
子
・
応
瑞
（
一
七
六
六
〜
一
八
二
九
）
も
、
同
二

年
、
常
御
殿
三
之
間
に
「
四
季
海
辺
」
を
描
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
画
業
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
応
挙
筆
の
海
景
の
図
と
思
わ
れ
る
本
図
も
ま
た
、
近

世
の
宮
中
で
好
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
は
じ
め
か
ら
宮
中
の
注
文
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
制
作
後
に

時
を
隔
て
て
納
め
ら
れ
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
内
箱
蓋
裏
の
貼
り
紙
や
「
應
舉
」
印
と
あ

わ
せ
て
、
伝
来
に
つ
い
て
は
な
お
も
慎
重
な
検
討
を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
図
は
遅
く
と
も
安
永
年
間
ま
で
、
す
な
わ
ち
円
山
応
挙
の
画
業
に
お
け
る

比
較
的
早
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
近
世
の
宮
中
に
お
い
て
好
ん
で
受
容
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
幅
の
な
か
に
水
平
視
さ
れ
た
広
大
な
景
観
を
描
き
出
す
点
、
細
密
な

が
ら
も
豊
か
な
筆
致
で
描
き
込
む
点
と
い
う
、
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
応
挙
画
の
特
徴
を
顕
著

に
備
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
応
挙
研
究
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
は
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
水
平
視
さ
れ
た
透
視
図
法
的
な
空
間
の
中
に
、
近
景
と
遠
景
と
を
対
比
的
に
構
成

す
る
と
い
う
本
図
の
特
徴
は
、
わ
が
国
で
そ
れ
ま
で
描
か
れ
て
き
た
山
水
画
と
は
一
線
を
画
す
も

の
で
あ
る
。
他
方
、
眼
鏡
絵
や
、
眼
鏡
絵
の
範
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
蘇
州
版
画
と
比
較
し
て
も
、

近
景
を
大
き
く
配
す
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
構
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
山
水
画
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
応

挙
が
、
と
く
に
画
業
早
期
に
お
い
て
中
国
山
水
画
を
盛
ん
に
学
ん
で
い
た
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
（
註
9
）、
近
景
に
大
き
な
樹
石
を
配
し
、
遠
景
と
対
比
す
る
構
図
が
『（
唐
解
元

倣
）
古
今
画
譜
』
や
、
明
・
文
徴
明
（
一
四
七
〇
〜
一
五
五
九
）
筆
と
い
う
「
瀟
湘
八
景
図
冊
」

な
ど
、
応
挙
が
学
ん
だ
こ
と
が
確
実
な
作
例
に
も
見
出
せ
る
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
る
（
註
10
）。

　
ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
図
が
現
実
の
景
観
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
想
定
し
な
か
っ

た
。
特
定
の
地
を
示
す
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
描
か
ず
、
か
つ
吉
祥
を
象
徴
す
る
で
あ
ろ
う
本
図

に
つ
い
て
は
、
普
遍
的
な
山
水
画
と
見
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
定

の
景
観
を
描
く
こ
と
の
多
い
眼
鏡
絵
と
近
い
性
質
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
実
に
取
材

し
た
可
能
性
を
捨
て
き
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
図
の
成
立
と
受
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題

を
残
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
本
図
に
つ
い
て
の
探
求
を
続
け
た
い
。

（
当
館
学
芸
室
研
究
員
）

註（
1
）
樋
口
一
貴
「
円
山
応
挙
遺
印
研
究
」（『
日
本
美
術
の
空
間
と
形
成
　
河
合
正
朝
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』

河
合
正
朝
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
五
〜
三
一
五
頁
）。

（
2
）
芸
苑
叢
書
版
、
お
よ
び
土
橋
嘉
兵
衛
版
の
『
応
挙
印
譜
』
は
、
印
刷
で
は
な
く
、
実
際
に
捺
印
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
印
譜
に
捺
さ
れ
た
「
應
舉
」
印
影
と
、
印
の
実
見
観
察
を
も
っ
て
本
図
と

比
較
し
た
。
印
材
と
印
影
の
寸
法
に
は
一
見
差
異
が
あ
る
が
、
印
面
の
摩
滅
や
、
計
測
時
の
誤
差
な
ど
を

勘
案
し
、
と
く
に
問
題
と
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
『
國
華
』
創
刊
号
の

印
譜
に
お
い
て
も
、
す
で
に
「
應
舉
」
印
の
摩
滅
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
3
）
応
挙
が
尾
張
屋
に
奉
公
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
子
靜
枝
「
圓
山
應
擧
（
名
家
傳
）」（『
少
年
世
界
』

一
八
九
七
年
、
三
〜
十
七
、一
三
一
〜
一
五
七
頁
）、
久
保
田
米
僊
談
「
圓
山
應
擧
筆
の
眼
鏡
絵
」（『
骨
董

協
会
雑
誌
』
四
、一
八
九
九
年
、
三
十
九
〜
四
十
一
頁
）
な
ど
が
早
い
言
及
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に

お
い
て
追
認
さ
れ
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
眼
鏡
絵
制
作
に
従
事
し
た
時
期
は
不
詳
な
が
ら
、
黒
田
源
次

「
圓
山
應
擧
の
眼
鏡
繪
に
就
て
」（『
浮
世
絵
之
研
究
』
六
、一
九
二
三
年
、
二
〜
十
三
頁
）
は
、
や
は
り
応

挙
筆
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
肉
筆
反
射
式
の
《
四
条
芝
居
図
》（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
）
に
描

か
れ
た
南
座
の
演
題
が
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
容
れ
る
な

ら
ば
、
や
は
り
眼
鏡
絵
制
作
へ
の
従
事
は
、
そ
れ
を
前
後
し
、
応
挙
の
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
相
当
す

る
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
頃
と
想
像
さ
れ
る
。

　
な
お
尾
張
屋
に
つ
い
て
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
刊
『
京
羽
二
重
大
全
』
巻
三
に
「
び
い
ど
ろ
道

具
／
四
条
通
富
小
路
西
江
入
町
尾
張
屋
勘
兵
衛
」
と
あ
る
。

（
4
）
近
年
に
な
り
、『
の
ぞ
い
て
び
っ
く
り
江
戸
絵
画
│
科
学
の
眼
、
視
覚
の
ふ
し
ぎ
│
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
、
二
〇
一
四
年
）
や
『
開
館
75
周
年
記
念
特
別
展
　
円
山
応
挙
│
「
写
生
」
を
超
え
て
│
』（
根
津
美

術
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、
肉
筆
反
射
式
の
眼
鏡
絵
《
四
条
河
原
夕
涼
図
》（
紙
本
着
色
、
縦
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二
一・五
×
横
二
六・
七
㎝
、
個
人
所
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
や
は
り
落
款
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
卓
越
し

た
筆
致
や
巧
み
な
陰
影
表
現
は
そ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
た
眼
鏡
絵
と
は
異
な
る
出
来
映
え
を
示
し
て
お

り
、
も
っ
と
も
応
挙
真
筆
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
岡
泰
正
『
め
が
ね
絵
新
考
　
浮
世
絵
師
た
ち
が
の
ぞ
い
た
西
洋
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
。

（
6
）
献
上
の
記
録
が
な
い
本
図
が
、
近
世
よ
り
宮
中
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
に
関
し
て

は
『
描
き
継
ぐ
日
本
美
│
円
山
派
の
伝
統
と
発
展
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
、

太
田
彩
「
海
辺
図
」
解
説
。
な
お
、
同
書
所
収
・
太
田
彩
「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
へ
│
新
た
な
絵
師
の

活
動
と
継
承
」
に
あ
る
よ
う
に
、
円
山
応
挙
筆
《
張
飛
図
》（
当
館
所
蔵
）
の
内
箱
蓋
裏
に
は
「
光
格
天

王マ
マ

様
ゟ
た
ん
〳
〵
御
ゆ
つ
り
／
御
大
事
の
な
り
外
江
出
さ
れ
候
事
／
無
用
」（
判
読
は
本
稿
に
お
い
て
部

分
的
に
修
正
）
と
の
貼
紙
が
あ
り
、
筆
致
・
言
葉
遣
い
と
も
に
本
図
に
付
さ
れ
た
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。

（
7
）
以
下
、
宮
中
の
御
用
に
つ
い
て
は
森
銑
三
「
円
山
応
挙
伝
箚
記
」（『
美
術
研
究
』
三
十
六
、一
九
三
四

年
、
十
〜
十
九
頁
）
所
収
の
奥
文
鳴
（
一
七
七
三
〜
一
八
一
三
）「
仙
斎
円
山
先
生
伝
」、
お
よ
び
金
子

氏
、
前
掲
（
註
3
）、
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
）、
武
田
庸
二

郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
共
編
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
　
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身

分
と
序
列
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
江
口
恒
明
「
寛
政
二
年
以
降
の
京
都
画
壇
に
お
け
る
絵

師
の
身
分
秩
序
」（『
美
術
史
論
集
』
十
七
、
二
〇
一
七
年
、
六
十
三
〜
九
十
二
頁
）、
五
十
嵐
公
一
・
武

田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
『
朝
廷
権
威
の
復
興
と
京
都
画
壇
　
江
戸
時
代
後
期
』（
天
皇
の
美
術
史
五
、
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
8
）
恭
礼
門
院
御
所
は
相
国
寺
開
山
堂
と
し
て
、
応
挙
筆
「
雪
中
山
水
図
」
十
面
・
応
瑞
筆
「
夏
景
山
水
図
」

十
面
と
と
も
に
現
存
し
て
い
る
。

（
9
）
例
え
ば
、
佐
藤
康
宏
「
明
末
蘇
州
派
と
18
世
紀
京
都
画
壇
」（『
蘇
州
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
中
国
と
日
本

の
観
点
か
ら
│
』
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
四
一
〜
二
五
二
頁
）
は
、
応
挙
が
と
く
に
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
前
後
に
明
末
蘇
州
派
の
山
水
画
に
盛
ん
に
学
び
、
制
作
に
活
か
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
板

倉
聖
哲
「
円
山
応
挙
と
中
国
絵
画
│
「
写
生
雑
録
帖
」
か
ら
窺
え
る
も
の
│
」（
前
掲
（
註
4
）、『
円
山

応
挙
│
「
写
生
」
を
超
え
て
│
』
展
図
録
、
一
四
三
〜
一
四
七
頁
）
は
、
明
和
八
年
〜
安
永
元
年

（
一
七
七
一
〜
七
二
）
の
《
写
生
雑
録
帖
》（
個
人
所
蔵
）
を
通
し
て
、
幅
広
い
中
国
絵
画
を
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
10
）『
古
今
画
譜
』
や
文
徴
明
「
瀟
湘
八
景
図
冊
」
を
学
ん
だ
こ
と
は
、《
写
生
雑
録
帖
》
よ
り
う
か
が
え

る
。
板
倉
氏
、
前
掲
論
文
（
註
9
）
を
参
照
。
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小
稿
の
執
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に
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た
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、
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記
念
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長
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氏
、
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、
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、
同
館
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
格
別
の
ご
高
配
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典

（
図
5
）　『
応
挙
印
譜
』
土
橋
嘉
兵
衛
版
、
一
九
二
三
年
。

（
図
7
）　『
円
山
応
挙
展
│
空
間
の
創
造
│
』
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
図
8
・
9
）　『
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
開
館
三
十
周
年
記
念
　
円
山
応
挙
展
│
相
国
寺
・
金
閣
寺
・
銀
閣
寺

所
蔵
』
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
。
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老
松
を
組
み
合
わ
せ
た
、
吉
祥
を
象
徴
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

遠
景
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
、
水
平
線
か
ら
半
円
を
の
ぞ
か
せ
る
太
陽
（
カ
ラ
ー
口
絵
3
）
が
朝
陽

で
あ
る
か
夕
陽
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
り
、
決
め
手
に
欠
け
る
。
本
図
が
吉
祥
を
象
徴
す
る
と
い

う
推
測
に
基
づ
け
ば
吉
祥
と
結
び
つ
き
や
す
い
朝
陽
を
描
い
た
も
の
と
捉
え
う
る
が
、
前
述
の
と

お
り
そ
の
表
現
は
《
七
難
七
福
図
巻
》
の
夕
陽
と
思
わ
れ
る
ほ
う
に
近
似
し
て
お
り
、
結
論
で
き

な
い
。

と
こ
ろ
で
応
挙
の
、
あ
る
い
は
円
山
派
の
山
水
図
が
宮
中
で
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
に

み
る
記
録
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
（
註
7
）。

応
挙
は
、
安
永
年
間
に
開
明
門
院
（
一
七
一
七
〜
八
九
）
御
所
に
「
御
屏
風
山
林
図
」
を
描
い

た
。
寛
政
二
年
に
は
御
所
造
営
に
あ
た
っ
て
、
常
御
殿
一
之
間
に
唐
・
杜
審
言
（
六
四
五
〜

七
〇
八
）
の
詩
意
に
基
づ
く
「
早
春
遊
望
詩
意
」
を
、
同
小
座
敷
上
間
に
「
梁
園
賦
雪
図
」
を
描

き
、
さ
ら
に
恭
礼
門
院
（
一
七
四
三
〜
九
六
）
御
所
に
淡
彩
の
「
雪
中
山
水
」
を
描
い
た
（
註

8
）。
ま
た
同
五
年
に
は
中
宮
（
新
清
和
院
、
一
七
七
九
〜
一
八
四
六
）
常
御
殿
小
座
敷
上
之
間
に

「
芳
野
山
図
」
を
描
い
た
。
そ
し
て
応
挙
の
息
子
・
応
瑞
（
一
七
六
六
〜
一
八
二
九
）
も
、
同
二

年
、
常
御
殿
三
之
間
に
「
四
季
海
辺
」
を
描
い
た
。

こ
れ
ら
の
画
業
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
応
挙
筆
の
海
景
の
図
と
思
わ
れ
る
本
図
も
ま
た
、
近

世
の
宮
中
で
好
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
は
じ
め
か
ら
宮
中
の
注
文
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
制
作
後
に

時
を
隔
て
て
納
め
ら
れ
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
内
箱
蓋
裏
の
貼
り
紙
や
「
應
舉
」
印
と
あ

わ
せ
て
、
伝
来
に
つ
い
て
は
な
お
も
慎
重
な
検
討
を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
図
は
遅
く
と
も
安
永
年
間
ま
で
、
す
な
わ
ち
円
山
応
挙
の
画
業
に
お
け
る

比
較
的
早
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
近
世
の
宮
中
に
お
い
て
好
ん
で
受
容
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
幅
の
な
か
に
水
平
視
さ
れ
た
広
大
な
景
観
を
描
き
出
す
点
、
細
密
な

が
ら
も
豊
か
な
筆
致
で
描
き
込
む
点
と
い
う
、
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
応
挙
画
の
特
徴
を
顕
著

に
備
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
応
挙
研
究
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
は
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
水
平
視
さ
れ
た
透
視
図
法
的
な
空
間
の
中
に
、
近
景
と
遠
景
と
を
対
比
的
に
構
成

す
る
と
い
う
本
図
の
特
徴
は
、
わ
が
国
で
そ
れ
ま
で
描
か
れ
て
き
た
山
水
画
と
は
一
線
を
画
す
も

の
で
あ
る
。
他
方
、
眼
鏡
絵
や
、
眼
鏡
絵
の
範
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
蘇
州
版
画
と
比
較
し
て
も
、

近
景
を
大
き
く
配
す
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
構
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
山
水
画
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
応

挙
が
、
と
く
に
画
業
早
期
に
お
い
て
中
国
山
水
画
を
盛
ん
に
学
ん
で
い
た
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
（
註
9
）、
近
景
に
大
き
な
樹
石
を
配
し
、
遠
景
と
対
比
す
る
構
図
が
『（
唐
解
元

倣
）
古
今
画
譜
』
や
、
明
・
文
徴
明
（
一
四
七
〇
〜
一
五
五
九
）
筆
と
い
う
「
瀟
湘
八
景
図
冊
」

な
ど
、
応
挙
が
学
ん
だ
こ
と
が
確
実
な
作
例
に
も
見
出
せ
る
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
る
（
註
10
）。

ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
図
が
現
実
の
景
観
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
想
定
し
な
か
っ

た
。
特
定
の
地
を
示
す
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
描
か
ず
、
か
つ
吉
祥
を
象
徴
す
る
で
あ
ろ
う
本
図

に
つ
い
て
は
、
普
遍
的
な
山
水
画
と
見
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
定

の
景
観
を
描
く
こ
と
の
多
い
眼
鏡
絵
と
近
い
性
質
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
実
に
取
材

し
た
可
能
性
を
捨
て
き
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

本
図
の
成
立
と
受
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題

を
残
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
本
図
に
つ
い
て
の
探
求
を
続
け
た
い
。

（
当
館
学
芸
室
研
究
員
）

註（
1
）
樋
口
一
貴
「
円
山
応
挙
遺
印
研
究
」（『
日
本
美
術
の
空
間
と
形
成

河
合
正
朝
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』

河
合
正
朝
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
五
〜
三
一
五
頁
）。

（
2
）
芸
苑
叢
書
版
、
お
よ
び
土
橋
嘉
兵
衛
版
の
『
応
挙
印
譜
』
は
、
印
刷
で
は
な
く
、
実
際
に
捺
印
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
れ
ら
印
譜
に
捺
さ
れ
た
「
應
舉
」
印
影
と
、
印
の
実
見
観
察
を
も
っ
て
本
図
と

比
較
し
た
。
印
材
と
印
影
の
寸
法
に
は
一
見
差
異
が
あ
る
が
、
印
面
の
摩
滅
や
、
計
測
時
の
誤
差
な
ど
を

勘
案
し
、
と
く
に
問
題
と
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
『
國
華
』
創
刊
号
の

印
譜
に
お
い
て
も
、
す
で
に
「
應
舉
」
印
の
摩
滅
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
3
）
応
挙
が
尾
張
屋
に
奉
公
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
子
靜
枝
「
圓
山
應
擧
（
名
家
傳
）」（『
少
年
世
界
』

一
八
九
七
年
、
三
〜
十
七
、一
三
一
〜
一
五
七
頁
）、
久
保
田
米
僊
談
「
圓
山
應
擧
筆
の
眼
鏡
絵
」（『
骨
董

協
会
雑
誌
』
四
、一
八
九
九
年
、
三
十
九
〜
四
十
一
頁
）
な
ど
が
早
い
言
及
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に

お
い
て
追
認
さ
れ
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
眼
鏡
絵
制
作
に
従
事
し
た
時
期
は
不
詳
な
が
ら
、
黒
田
源
次

「
圓
山
應
擧
の
眼
鏡
繪
に
就
て
」（『
浮
世
絵
之
研
究
』
六
、一
九
二
三
年
、
二
〜
十
三
頁
）
は
、
や
は
り
応

挙
筆
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
肉
筆
反
射
式
の
《
四
条
芝
居
図
》（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
）
に
描

か
れ
た
南
座
の
演
題
が
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
容
れ
る
な

ら
ば
、
や
は
り
眼
鏡
絵
制
作
へ
の
従
事
は
、
そ
れ
を
前
後
し
、
応
挙
の
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
相
当
す

る
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
頃
と
想
像
さ
れ
る
。

な
お
尾
張
屋
に
つ
い
て
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
刊
『
京
羽
二
重
大
全
』
巻
三
に
「
び
い
ど
ろ
道

具
／
四
条
通
富
小
路
西
江
入
町
尾
張
屋
勘
兵
衛
」
と
あ
る
。

（
4
）
近
年
に
な
り
、『
の
ぞ
い
て
び
っ
く
り
江
戸
絵
画
│
科
学
の
眼
、
視
覚
の
ふ
し
ぎ
│
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
、
二
〇
一
四
年
）
や
『
開
館
75
周
年
記
念
特
別
展

円
山
応
挙
│
「
写
生
」
を
超
え
て
│
』（
根
津
美

術
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、
肉
筆
反
射
式
の
眼
鏡
絵
《
四
条
河
原
夕
涼
図
》（
紙
本
着
色
、
縦



（上嶋作品紹介参照）

1　円山応挙《海辺図》　全図

2　白文方印「應舉」

3　部分図
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